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朱漆を刷毛で塗っている作業の風景

後藤孝子02
活動市町　高松市
所属・職名　宗家後藤盆

活動タイトル
次世代を担う香川漆器のキャンペーンレディー

経歴
香川県生まれ。香川県立高松工芸高校漆芸科を卒業後、香川県漆芸研究所に入所
し研究生課程を2001年に修了、翌年から宗家後藤盆四代目（父 昌基）に師事し、
現在に至る。
2004年、県美術展覧会にて初入選（後藤塗彩華一輪）。2009年より香川漆器ブラ
ンド化事業に参画。

活動内容＆魅力
全国でも数少ない女性漆塗り職人。香川漆芸五技法のうちのひとつ、「後藤塗」を
扱う宗家後藤盆の五代目で、初の女性継承者として活動しています。一般の方に
向けて漆塗りワークショップを開催したり、地元の伝統のものづくりを世界に発
信する「匠雲（TAKUMIKUMO）」に参加したりと、敷居が高いと思われがちな伝統
工芸を身近に感じてもらえるよう、漆器と触れ合う機会づくりに積極的に取り組
んでいます。また、女性ならではの視点を活かし、新しい後藤塗のデザインの考案
や、後藤塗iPhoneカバーなど現代の生活スタイルに合わせた商品を開発し、伝統
技術の進化にも挑戦しています。
漆器業界きっての若さと行動力を武器に、石材や盆栽といった、他の地場産業と
の今までにない繋がりを作ることに成功し、幅広い人脈を構築しています。
漆芸と子育ては「いきもの」を育てるという意味で似ています。その両立が、自身
の新しい気づきや挑戦に繋がっており、毎日新鮮な気持ちでいられます。

推薦者より
男性中心の伝統工芸の世界で、女性の必要性と活躍の場があることを自身の活
動を通して訴えかけています。
様々なアイディアを持って漆の新たな可能性に挑戦しており、漆芸王国香川の
維持・発展への貢献度は高いでしょう。

郷土を愛する 「かがわの人」 へのメッセージ
後藤塗は朱色の上品な漆器ですが、丈夫で普段使いができ、使い込むほどに色鮮
やかになるのが特徴です。伝統工芸以外にも、香川県には知れば自慢できるもの
がたくさんありますので、まずは関心を持って欲しいと思います。そして、さら
にちょっとした情報の発信など自ら地域と関わることで、地域への愛着が高ま
ります。一緒にかがわを盛り上げていきましょう。

出前講座タイトル
・香川漆器の魅力と伝統工芸における若い女性の役割

連絡先
電話 087-851-0786（宗家後藤盆）




